
幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争

見
ら
れ
、
同
様
の
款
記
を
も
つ
作
品
と
の
類
似
性
か
ら
、
初
代
玄
々

騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

本
稿
は
幕
末
の
京
都
で
活
躍
し
た
銅
版
画
家
、
松
本
保
居
（
初
代
玄
々
堂
、
七
八
六
i
-

八
六
七
）
と
岡
田
春
燈
斎
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る
ふ
た
つ
の
西
洋
市
街
風
景
図
と
そ
の
西
洋

製
原
図
に
つ
い
て
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
は
画
題
な
ど
は
一
切
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
描
か
れ
て
い
る
の
が
ど
こ
の
都
市
の
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
事
象
な
の
か
、
ま
っ
た
く
知

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
本
校
で
は
、
そ
の
本
来
の
主
題
が
、
十
六
世
紀
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
再

洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争
の
場
面
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
、
こ
れ
を
模
し
た
幕
末
京
都
の

銅
版
画
家
が
目
に
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
舶
来
書
籍
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。

潰
え
去
る
神
の
国

「
市
街
戦
闘
図
」
と
仮
称
す
る
銅
版
画
作
品
が
あ
る
（
図
1
)
、
画
面
内
法
量
は
一

六
．
七
X
二
五
．
六
セ
ン
チ
、
紙
本
銅
版
墨
摺
）
。
画
面
左
下
隅
に
款
記
「
玄
二
」
が

の
作
と
考
え
ら
れ
る
。
保
居
の
銅
版
画
作
品
と
し
て
は
、

よ
る
天
保
・
弘
化
年
間
(
-
八
三

0
ー
四
八
）

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

•
松
本
保
居

か
な
り
大
振
り
な
作
品
で

あ
る
。
描
線
の
強
弱
を
巧
み
に
使
い
分
け
て
風
景
の
遠
近
感
を
表
出
す
る
、
保
居
に

の
代
表
的
な
風
景
版
画
で
あ
る
。

か
な
り
高
い
尖
塔
を
も
つ
建
築
が
面
す
る
広
場
だ

が
、
そ
の
雰
囲
気
は
か
な
り
切
迫
し
て
い
る
。
土
嚢
の
よ
う
な
も
の
で
封
鎖
さ
れ
た

街
路
、
銃
や
軍
旗
を
持
っ
た
隊
列
、
尖
塔
の
建
物
を
狙
う
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
る

大
砲
。
彼
ら
は
圧
倒
的
な
武
力
で
こ
の
建
物
に
立
て
こ
も
る
敵
を
じ
わ
じ
わ
と
追
い

詰
め
て
い
る
よ
う
だ
。
広
場
で
は
、
負
傷
者
や
遺
体
が
引
き
ず
ら
れ
た
り
、
捨
て
置

幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争

塚

原

図1 松本保居「市街戦闘図」天保・弘化年間 (1830~ 48) 神戸市立博物館蔵

晃
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の
部
分
を
転
用
し
、
こ
の
ダ
ム
広
場
の
風
景
に
融
合
さ
せ

か
れ
て
い
る
。
武
装
し
た
人
々
が
こ
の
建
物
に
梯
子
で
侵
入
を
試
み
た
り
、
尖
塔
の

バ
ル
コ
ニ
ー
に
殺
到
し
て
い
る
。
彼
ら
に
押
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
塔
か
ら
転
落
す
る

何
ら
か
の
西
洋
製
版
画
に
基
づ
く
銅
版
画
で
あ
る
こ
と
は
想
像
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
原
図
が
特
定
で
き
な
い
間
、
筆
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
の
中
心
部
に
そ
び

え
る
教
会
建
築
の
写
真
な
ど
を
集
め
て
、
こ
の
阿
鼻
叫
喚
の
巷
が
ど
こ
な
の
か
突
き

止
め
よ
う
と
し
た
が
、
徒
労
で
あ
っ
た
。
何
故
な
ら
、
こ
の
尖
塔
の
建
物
は
十
七
世

紀
に
消
滅
し
、
現
在
こ
の
場
所
は
見
違
え
る
よ
う
な
景
色
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ

先
に
種
明
か
し
を
す
る
と
、
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
中
心
・
ダ

ム
広
場
の
古
い
景
観
で
あ
る
。
歴
史
を
知
る
地
元
の
人
々
な
ら
、
即
座
に
判
別
で
き

る
街
並
み
だ
が
、
我
々
日
本
人
に
は
馴
染
み
の
薄
い
歴
史
的
風
景
な
の
で
、
冗
長
で

筆
者
が
見
出
し
た
、

「
市
街
戦
闘
図
」

ほ
ぼ
同
構
図
・
同
内
容
の
オ
ラ
ン
ダ
製
原
図
（
十
八
世
紀
の

ェ
ッ
チ
ン
グ
、

一五．

四

x
一九．

七
セ
ン

チ
。
図

2
-
）
を
紹
介
す
る
。
画
面
を
構
成
す
る
主
要
モ
チ
ー
フ
は
ほ
と
ん
ど
一
致

し
て
い
る
が
、
画
面
縦
横
比
率
は
異
な
り
、
右
中
景
部
の
建
築
の
描
写
が
松
本
保
居

で
は
右
方
に
四
分
の
五
ほ
ど
拡
張
さ
れ
て
描
き
足
さ
れ
る
形
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
描
き
足
さ
れ
た
部
分
だ
が
、
後
述
す
る
図
6
の
別
の
都
市
風
景
を

描
く
版
画
の
右
三
分
の

る
と
い
う
、

か
な
り
複
雑
な
構
図
の
組
み
立
て
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
細
部

に
お
い
て
も
景
物
の
変
更
点
が
随
所
に
見
ら
れ
る
。
画
者
の
松
本
保
居
が
、
単
一
原

銅
版
画
家
サ
イ
モ
ン
・
フ
ォ
ッ
ケ
画
、

は
あ
る
が
原
図
と
比
較
し
な
が
ら
説
明
す
る
。

る。 人
影
も
見
え
て
い
る
。

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要
第
36
号

か
れ
た
建
物
と
事
件
の
素
性
は
特
定
可
能
と
な
る
。

図
の
写
し
で
は
な
く
、
自
己
流
の
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
る
こ
と
で
、
こ
の
ダ
ム
広
場
の

光
景
を
再
構
成
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
「
市
街
戦
闘
図
」
と
こ
の
オ

ラ
ン
ダ
製
銅
版
画
と
の
強
い
相
関
性
は
明
ら
か
で
、
後
者
を
手
が
か
り
に
前
者
に
描

図2 サイモン・フォッケ「1535年、アムステルダムでの再洗礼派の蜂起の失敗」

1751 ~ 81年 アムステルダム国立美術館蔵
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三
五
年
、

年
六
月
に
鎮
圧
）

騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争

か
れ
て
い
る
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
再
洗
礼
派
の
蜂
起
と
鎮
圧
で
あ
る
。

派
」
と
は
、
十
六
世
紀
前
半
の

所
蔵
先
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
に
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
図
柄
で
画
面
下
余

白
に
題
記
を
も
つ
異
版
作
品
が
あ
る
二
。
そ
の
題
記
は
「
M
i
s
l
u
k
t
e
a
a
n
s
l
a
g
 
d
e
r
 

H
e
r
d
o
o
p
e
r
e
n
 o
p
 A
m
s
t
e
r
d
a
m
,
 in't 
j
a
a
r
 
1
5
3
5」

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
再
洗
礼
派
の
蜂
起
の
失
敗
」

「
宗
教
改
革
」

で
、
邦
訳
す
る
と
「
一
五

で
あ
る
。
「
再
洗
礼

で
生
ま
れ
た
勢
力
の
ひ
と
つ
で
、
自

ら
の
意
志
に
よ
る
信
仰
告
白
を
公
に
行
っ
た
成
人
の
み
が
洗
礼
を
受
け
る
べ
き
と
主

張
し
、
幼
児
洗
礼
を
は
じ
め
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
典
礼
や
権
威
を
否
定
す
る

宗
教
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
最
た
る
も
の
が
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
都
市
ミ
ュ
ン

ス
タ
ー
の
統
治
権
を
奪
い
、
最
終
的
に
は
王
政
を
築
く
に
至
っ
た
事
件
(
-
五
三
五

で
、
同
時
に
下
ラ
イ
ン
地
方
や
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
蜂
起
を
誘
発

し
、
苛
烈
な
弾
圧
と
殉
教
の
嵐
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
る
三
。
そ
の
ひ
と
つ
が
本
図
に
描

一
五
三
五
年
当
時
、
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
含
む
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
は
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
領
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
以
外
の
異
端
的
宗
派
は
摘
発
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
。

図3 「アムステルダム市庁舎」 1601~ 
12年頃 アムステルダム国立美術館蔵

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
改

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ

の
国
を
築
く
た
め
、

ら
十
一
日
の
夜
、
再
洗
礼
派
の
過
激
分
子
が
市
庁
舎
を
占
拠
し
市
長
が
殺
害
さ
れ
た
。

翌
日
こ
の
蜂
起
は
制
圧
さ
れ
、
以
後
多
く
の
信
徒
が
公
開
処
刑
さ
れ
る
な
ど
、

ア
ム

十
七
世
紀
初
頭
に
制
作
さ
れ
た
別
の
銅
版
画
に
描
か
れ
た
市
庁
舎

(
S
t
a
t
h
u
y
s
)

の
全
景
（
図
3
)
や
十
七
世
紀
ま
で
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
描
い
た
鳥
敵
図
に
見
ら

れ
る
ダ
ム
広
場
の
表
現
五
と
比
較
か
ら
、
玄
々
堂
本
・
フ
ォ
ッ
ケ
本
と
も
に
見
ら
れ

る
、
中
央
の
尖
塔
を
持
つ
建
物
が
、
再
洗
礼
派
に
乗
っ
取
ら
れ
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

市
庁
舎
で
あ
る
こ
と
は
明
白
だ
。
そ
の
周
囲
に
展
開
し
て
い
る
の
は
市
当
局
側
の
兵

員
で
、
す
で
に
市
庁
舎
へ
の
突
入
と
再
洗
礼
派
の
排
除
が
強
行
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
な
お
こ
の
市
庁
舎
は
一
六
五
二
年
に
焼
失
、
そ
の
跡
地
を
含
む
広
大
な
街
区
を

ス
テ
ル
ダ
ム
で
も
再
洗
礼
派
は
厳
し
く
弾
圧
さ
れ
る
に
至
っ
た
恩

五
三
五
年
五
月
十
日
か

図4 図 1・ 2と同じ方角から望む、 17世紀以降のダム広場

の景観。右側の建築が新市庁舎（現在の王宮）。ヤン・カスパ

ル・フィリップス「アムステルダム市庁舎と計量所のあるダ

ム広場」（部分） 1743~ 44年 アムステルダム国立美術館蔵）

テ
ル
ダ
ム
に
新
た
な
神

の
中
心
都
市
・
ア
ム
ス

再
洗
礼
派
を
呼
び
寄
せ

傾
向
が
強
く
、
多
く
の

の
の
宗
教
的
に
寛
容
な

透
し
て
い
な
か
っ
た
も

革
派
教
会
）

は
ま
だ
浸

っ
た
北
部
諸
州
で
は
、

急
速
な
経
済
発
展
に
あ
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か
ら
「
春
燈
斎
写
午
二
三
一
番
水
月
堂
版
」

の
意
と
解
釈
で
き
る
。
岡
田
春

二
裏
切
り
の
街
角

フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
と
し
て
ス
ペ
イ
ン
王
に
即
位
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
ネ
ー

治
は
、
所
謂
「
八
十
年
戦
争
」
を
一
五
六
八
年
に
勃
発
さ
せ
る
。
結
果
と
し
て
北

部
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
反
乱
軍
は
オ
ラ
ン
ダ
（
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
連
邦
共
和
国
）

と
し
て
独
立
を
勝
ち
取
る
の
だ
が
、
当
初
ス
ペ
イ
ン
と
の
戦
い
は
劣
勢
を
強
い
ら

一
五
八
五
年
よ
り
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
か
ら
の
支
援
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。

と
し
、
ス
ペ
イ
ン
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
反
乱
軍
を
一
心
に
援
助
で

き
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
派
遣
さ
れ
た
軍
人
の
中
に
は
、

密
か
に
ス
ペ
イ
ン
軍
に
内
通
し
、
反
乱
軍
に
打
撃
を
与
え
る
者
も
い
た
。
次
に

紹
介
す
る
岡
田
春
燈
斎
画
「
西
洋
市
街
図
」
と
仮
称
す
る
銅
版
画
（
画
寸
十
三
．

で
起
き
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
将
校
の
背
信
行
為
で
あ
る
。

本
図
画
面
下
余
白
の
欧
文
「
S
u
n
t
o
o
e
s
a
i
W
o
e
t
o
e
c
i
.
 
M
O
E
M
A
 N
0
2
3
1
 

B
A
N
 S
o
e
i
g
e
t
o
e
d
o
o
 b
a
n
.
」
は
、
他
の
岡
田
春
燈
斎
に
銅
版
画
に
見
ら
れ
る
例

六

x
十
九

ニ
セ
ン
チ
、
図
5
六）

の
本
来
の
主
題
は
、
北
部
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト

そ
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
的
な
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
を
君
主

れ、 デ
ル
ラ
ン
ト
は
ス
ペ
イ
ン
領
と
な
る
が
、

こ
の
新
し
い
領
主
に
よ
る
苛
烈
な
統

子
が
、 一

五
五
六
年
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
よ
り
譲
位
さ
れ
た
息

に
至
っ
て
い
る
。

ら
新
し
い
市
庁
舎
と
し
て
機
能
を
始
め
る
（
十
九
世
紀
以
降
は
王
宮
に
転
用
）
。

ダ
ム
広
場
の
景
観
は
こ
う
し
て
刷
新
さ
れ
（
図
4
)
、
四
世
紀
近
く
を
経
て
今
日

一
掃
す
る
形
で
出
現
し
た
巨
大
な
古
典
主
義
様
式
の
建
築
が
、

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

第
36
号

一
六
五
五
年
か

図5 岡田春燈斎「西洋市街図」安政 5年 (1858)か 杜若文庫蔵
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幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争

本
図
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

が
ド
ー
ム
型
の
屋
根
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
な
建
築
外
観
は

今
は
歴
史
博
物
館
と
し
て
転
用
さ
れ
て
い
る
八
。
現
状
で
は
尖
塔

し
た
い
。
オ
ラ
ン
ダ
最
古
の
計
量
所
と
も
い
わ
れ
る
こ
の
建
物
は
、

る
。
中
に
は
本
図
の
よ
う
に
、
描
線
の
強
弱
を
巧
妙
に
描
き
分
け

て
遠
近
感
や
明
暗
を
表
出
す
る
な
ど
、
先
述
の
松
本
保
居
「
市
街

こ
の
市
街
風
景
に
つ
い
て
、

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ウ
ダ

(
G
o
u
d
a
)

ダ
中
部
の
都
市
・
デ
ー
フ
ェ
ン
タ
ー

(
D
e
v
e
n
t
e
r
)

の
計
量
所
と

そ
の
周
辺
の
ブ
リ
ン
ク
広
場
で
あ
る
こ
と
を
本
稿
を
も
っ
て
確
定

騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

の
市
庁
舎
周
辺
と
す
る
説
七
が
あ
っ
た
が
、

正
し
く
は
、

オ
ラ
ン

士
の
姿
が
、
濃
い
陰
影
で
描
か
れ
た
前
景
部
に
た
た
ず
む
。

し
た
顔
つ
き
で
話
し
込
む
男
女
や
、
銃
を
持
つ
み
す
ぼ
ら
し
い
兵

っ
た
人
物
が
何
か
を
訴
え
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
を
見
て
、
困
惑

れ
る
集
団
に
取
り
囲
ま
れ
た
広
場
の
中
心
で
は
、
白
馬
に
ま
た
が

周
辺
の
広
場
が
な
に
や
ら
騒
然
と
し
て
い
る
。
騎
馬
兵
団
と
思
わ

面
中
央
に

3
つ
の
尖
塔
が
特
徴
的
な
建
物
が
そ
び
て
お
り
、
そ
の

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
あ
る
街
角
。
画

保
居
と
の
深
い
関
係
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

戦
闘
図
」
と
甲
乙
つ
け
が
た
い
作
例
も
あ
り
、
技
術
継
承
の
面
で

か
わ
ら
ず
、
当
時
の
京
都
銅
版
画
で
そ
の
作
品
数
は
突
出
し
て
い

久
年
間
）

の
京
都
で
活
躍
し
た
銅
版
画
家
で
、
伝
記
未
詳
に
も
か

燈
斎
は
初
代
玄
々
堂
・
松
本
保
居
に
遅
れ
て
幕
末
期
（
嘉
永
ー
文

])五VBN虚尺， 9如r 必／2，〇),C／碑 T四~L•1JI Sz:、1況虚I,？℃グ如9,IC/l.““” 必人y如／び（”勺んC/L,I”. t・“（か．l～／成7,
1 • .-.1)んirr 、.•ヽ心•I.

図6 サイモン・フォッケ「1587年、ウィリアム・スタンレーの裏切りによりスペインに引き渡されたデー

フェンター」 1729~ 66年 アムステルダム国立美術館蔵
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神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

右
の
ご
と
き
岡
田
春
燈
斎
「
西
洋
市
街
図
」

一
七
．
六

x
ニ
ニ
．

許
さ
れ
な
か
っ
た
が
、

「
市
街
戦
闘
図
」

図
」
は
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）

三
終
わ
り
に
ー
幕
末
京
都
へ
の
『
愛
国
史
』
伝
来
の
可
能
性

ろ
う
。

ー
フ
ェ
ン
タ
ー
の
防
衛
に
あ
た
っ
て
い
た
ス
タ
ン
レ
ー
は
、

一
五
八
七
年
一
月
に
こ

た
め
対
ス
ペ
イ
ン
戦
に
従
軍
す
る
が
、

う
題
記
が
あ
る
。

S
p
a
a
n
s
c
h
e
n
,
 

「

D
e
v
e
n
t
e
r
,

in't 
j
a
a
r
 1
5
8
7
」、

つ
ま
り
「
一
五
八
七
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス

d
o
o
r
 d
e
n
 O
v
e
r
s
t
e
 W
i
l
l
i
a
m
 Stanlei, 

第
36
号

の
景
観
特
定
の
根
拠
と
な
る
オ
ラ
ン

ダ
製
銅
版
画
（
十
八
世
紀
の
銅
版
画
家
サ
イ
モ
ン
・
フ
ォ
ッ
ケ
に
よ
る
エ
ッ
チ
ン
グ
、

四
セ
ン
チ
。
図
6
九
）
を
紹
介
す
る
。
画
面
下
部
に

v
e
r
r
a
a
d
e
n
 a
a
n
 d
e
 

タ
ン
レ
ー
の
裏
切
り
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
に
引
き
渡
さ
れ
た
デ
ー
フ
ェ
ン
タ
ー
」
と
い

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
レ
ー
(
-
五
四
八
ー
一
六
三

0
)
＋
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍

将
校
と
し
て
一
五
八
五
年
に
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
派
遣
さ
れ
、
反
乱
軍
を
支
援
す
る

ス
ペ
イ
ン
ヘ
の
内
通
、

エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
暗

殺
計
画
に
も
関
与
し
た
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
彼
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
帰
国
を
終
生

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
が
本
図
主
題
の
背
信
行
為
で
あ
る
。
デ

の
街
を
ス
ペ
イ
ン
軍
に
引
き
渡
し
、
自
ら
も
ス
ペ
イ
ン
軍
に
合
流
し
て
し
ま
っ
た
。

本
図
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
騎
乗
の
人
物
が
ス
タ
ン
レ
ー
で
、
広
場
を
囲
む
軍
勢
や

市
民
の
前
で
、
こ
の
街
が
ス
ペ
イ
ン
軍
に
制
圧
さ
れ
た
こ
と
を
宣
言
し
て
い
る
の
だ

以
上
判
明
し
た
こ
れ
ら
の
オ
ラ
ン
ダ
製
銅
版
原
図
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
、
松

本
保
居
と
岡
田
春
燈
斎
は
ど
れ
だ
け
汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
保
居

は
天
保
・
弘
化
年
間
(
-
八
三

0
ー
四
八
）
、
春
燈
斎
「
西
洋
市
街

の
制
作
と
推
測
さ
れ
る
。

ア
ヘ
ン
戦
争
の
実
態
を

解
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
他
日
に
期
し
た
い
。

紹
介
し
た
『
海
外
新
話
』
が
即
座
に
発
禁
に
な
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
日
本
で

海
外
の
戦
争
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
描
き
伝
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
幕

末
期
の
京
都
に
お
い
て
、
十
六
世
紀
の
黎
明
期
オ
ラ
ン
ダ
の
動
乱
を
主
題
と
す
る
舶

来
図
版
を
も
と
に
し
て
銅
版
画
が
制
作
さ
れ
た
意
図
は
、
奈
辺
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
は
、
風
変
わ
り
な
異
国
風
景
図
に
過
ぎ
な
い
の
か
、

そ
れ
と
も
、
な
ん
ら

か
の
政
治
的
意
図
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

松
本
保
居
•
岡
田
春
燈
斎
が
こ
れ
ら
の
銅
版
画
を
描
く
際
に
模
し
た
原
図
は
、
vヽ

ず
れ
も
十
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
の
銅
版
画
家
サ
イ
モ
ン
・
フ
ォ
ッ
ケ
の
制
作
で
、
そ

の
作
風
や
画
面
形
式
は
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
紹
介
し
て
い
る
ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
は
オ
ラ
ン
ダ

の
歴
史
家

J
a
n

W
a
g
e
n
a
a
r
に
よ
る
二
十
一
巻
本
の
歴
史
書
―
'
V
a
d
e
r
l
a
n
d
s
c
h
e

historie=-

（
『
愛
国
史
』
）
の
挿
図
と
し
て
制
作
さ
れ
た
と
い
う
。
実
際
、
「
一
五
三
五

年
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
の
再
洗
礼
派
の
蜂
起
の
失
敗
」
は
そ
の
第
五
巻
、
「
一
五
八

七
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
裏
切
り
に
よ
り
ス
ペ
イ
ン
に
引
き
渡
さ
れ
た

デ
ー
フ
ェ
ン
タ
ー
」
は
第
八
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
二
。
松
本

保
居
と
岡
田
春
燈
斎
が
模
し
た
原
図
が
、
二
枚
の
版
画
だ
っ
た
可
能
性
も
否
定
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
歴
史
書
は
舶
来
し
て
京
都
ま
で
も
た
ら
さ
れ
、
こ
の
二
人
は
そ
の

挿
図
を
目
に
し
た
可
能
性
も
高
い
。
『
愛
国
史
』
本
文
の
該
当
箇
所
の
記
述
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
銅
版
挿
図
の
主
題
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
再
洗
礼
派
の
蜂
起
お
よ
び
ウ
ィ

リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
裏
切
り
と
い
う
歴
史
的
事
件
が
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀

の
オ
ラ
ン
ダ
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
た
か
が
解
明
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
そ
の
読

-8- (6) 



四

幕
末
京
都
で
描
か
れ
た
再
洗
礼
派
蜂
起
と
八
十
年
戦
争

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
蔵
。
所
蔵
番
号
R
P
,
p
,
O
B
,
7
8
.
5
1
6
。

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
蔵
。
所
蔵
番
号
R
P
,
p
,
0
B
,
5
0
.
7
6
4
。

「
再
洗
礼
派
」
と
「
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
の
反
乱
」
に
関
し
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
。

倉
塚
平
『
異
端
と
殉
教
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
二
）

A
.
E
．
マ
ク
グ
ラ
ス
著
・
高
柳
俊
一
訳
『
宗
教
改
革
の
思
想
』
（
教
文
館
、
二

0
0
0
)

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
再
洗
礼
派
の
蜂
起
に
つ
い
て
は
、
【
三
】
の
倉
塚
文
献
の
他
、
次
の

文
献
を
参
照
。

G
a
r
y
 
K. 
W
a
i
t
e
 
[
T
h
e
 
A
n
a
b
a
p
t
i
s
t
 
M
o
v
e
m
e
n
t
 
i
n
 
A
m
s
t
e
r
d
a
m
 
a
n
d
 
t
h
e
 

N
e
t
h
e
r
l
a
n
d
s
,
 
1
5
3
1
,
1
5
3
5
:
 
A
n
 Initial 
I
n
v
e
s
t
i
g
a
t
i
o
n
 
into 
its 
G
e
n
e
s
i
s
 
a
n
d
 

Social 
D
y
n
a
m
i
c
s
]
 
T
h
e
 S
i
x
t
e
e
n
t
h
 
C
e
n
t
u
r
y
 J
o
u
r
n
a
l
V
o
l
.
1
8
,
 
N
o
.
2
 
(
S
u
m
m
e
r
,
 

1987), 
p
p
.
 
2
4
9
,
2
6
5
J
a
a
p
 
G
e
r
a
e
r
t
s
 
[
T
h
e
 
p
r
o
s
e
c
u
t
i
o
n
 
o
f
 
A
n
a
b
a
p
t
i
s
t
s
 
i
n
 

H
o
l
l
a
n
d
,
 1
5
3
0
,
1
5
6
6
.
l
 M
e
n
n
o
n
i
t
e
 Q
u
a
r
t
e
r
l
y
 R
e
v
i
e
w
,
 J
a
n
 1, 
2
0
1
2
 

五
た
と
え
ば
、
一
六
二
五
年
の
「
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
図
」
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館

蔵
、
所
蔵
番
号
R
P
,
p
,
1
8
9
2
,
A
,
1
7
4
9
1
D
)
に
よ
る
と
、
鳥
諏
図
的
に
表
さ
れ
た
ダ
ム
広
場

に
こ
の
市
庁
舎
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

六
本
稿
で
写
真
掲
載
す
る
杜
若
文
庫
所
蔵
本
の
ほ
か
、
こ
れ
と
同
版
の
大
英
博
物
館
本
（
所

蔵
番
号

1
9
0
4
,
1
1
2
2
,
0
.
1
4
)

が
あ
る
。

七

J
o
h
n
C
l
a
r
k
,
 e
d
i
t
e
d
 b
y
 T
i
m
 C
l
a
r
k
 [
J
a
p
a
n
e
s
e
 N
i
n
e
t
e
e
n
t
h
,
C
e
n
t
u
r
y
 

C
o
p
p
e
r
p
l
a
t
e
 Prints] B
r
i
t
i
s
h
 M
u
s
e
u
m
 O
c
c
a
s
i
o
n
a
l
 P
a
p
e
r
 N
o
.
 8
4
 (
1
9
9
4
)
 
P
3
0
 

の
、
六
の
作
品
解
説
を
参
照

八
デ
ー
フ
ェ
ン
タ
ー
の
計
量
所
と
博
物
館

(
M
u
s
e
u
m
d
e
 W
a
a
g
)
に
つ
い
て
は
、
そ
の
公

式
サ
イ
ト

(
h
t
t
p
s
:
/
/
m
u
s
e
u
m
d
e
w
a
a
g
.
n
l
/
d
e
,
w
a
a
g
/
)

を
参
照
。

九
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
蔵
。
所
蔵
番
号
R
P
,
p
,
O
B
,
5
0
.
7
6
9

1
0
ウ
イ
リ
ア
ム
・
ス
タ
ン
レ
ー
の
経
歴
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
英
語
版
・
オ
ラ
ン
ダ

語
版
の

W
i
k
i
p
e
d
i
a
を
参
照
し
た
。

G
o
o
g
l
e
 B
o
o
k
s
に
公
開
さ
れ
て
い
る
『
愛
国
史
』
（
ミ
シ
ガ
ン
大
学
本
・
オ
ラ
ン
ダ
国

立
図
書
館
本
）
で
確
認
。

騒
擾
の
オ
ラ
ン
ダ

註
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Disturbances in the Netherlands: The Anabaptist Uprising and the Eighty Years' 

War Drawn in Kyoto at the End of the Edo Period 

Akira TSUKAHARA 

This article introduces two etching prints that depict Western city scenes by two 

etchers active in Kyoto at the end of the Edo period, Matsumoto Yasuoki (Gentodo 

I, 1786-1867) and Okada Shuntosai (date of birth and death unknown), and the 

Western etchings they referred to. Each of these Japanese etching prints depicts a 

large building with landmark features, but also depicts an imminent situation that 

could be considered an urban war. There is no title on them, and it is not at all 

known what cities or historical events are depicted in them. This article presents 

recently discovered Western prints that closely resemble these Japanese etchings, 

demonstrating that their original subject matter depicts two historical events that 

shook the sixteenth-century Netherlands -the Anabaptist uprising in Amsterdam 

and William Stanley's treachery at Deventer during the Eighty Years'War (De 

Tachtigjarige Oorlog). These Western prints also appear as illustrations in Dutch 

history books, and this article will mention the possibility that these books were 

seen by the two etchers of Kyoto at the end of the Edo period. 

About Clay net sinkers for fishing excavated in Kobe City from the Kofun period 

to the Kamakura period 

Masatoshi TANI 

Clay net sinkers "Fishing net sinkers" found in the excavation in Kobe city are 

examined from the excavated remains of sites from the early Kofun period to the 

Kamakura period, and what kind of changes the net fishing gear is in this area 

from the change of the type. 

I considered what I had achieved. From the excavated remains, it became clear 

that epochs were recognized in the three periods of the late Kofun period to the 

Asuka period, the end of the Nara period to the beginning of the Heian period, 

and the end of the Heian period to the Kamakura period. 

Although this result is almost the same conclusion as the research results of the 

past, but at the same time, it proved that people living in the sea in this area 

accepted technology and information through the network that extends to the 

Osaka Bay and the Seto Inland Sea. 

-74- (1) 


